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SpanishArabicに 関 す る 一 考 察

一 その歴史的背景 と音韻的特質 一

石 原 忠 佳

1.序 論

1.ア ラ ビ ア語 ロ語 と して のSpanishArabic

ア ラ ビ ア語 口語,と りわ け モ ロ ッ コ,ア ル ジ ェ リア,チ ュニ ジ ア,リ ビア

な どで 話 され て い るい わ ゆ る西方 ア ラ ビア語 口語 は,古 典 ア ラ ビ ア語 か らは

(1)

きわめて逸脱 した言語的側面を呈 している。 このような特質の形成は,こ う

した 国々が歩んで きた歴史的背景に負 うところは大 き く,さ らにその形成過

程でのさまざまな言語 との接触 というもう一つの要因 も,十 分に検証 されて

しかるべ きであろう。

こう した西方 アラビア語 口語 の一っに分類 され るべき言葉 と して,今 日で

は既 に話 され ることの なくな った南スペインのアラビア語 口語がある。いわ

ゆるSpanishArabic時 にはAndalusiArabicと 称 され るこの話 し言葉 は,

北アフ リカ各地で他のアラビア語 口語のみ ならず,hな 系統の異な った言

語 と接触 を保 ち,最 終的 には8世 紀初頭のアラブ人によってイベ リア半 島に

もた らされた 口語がその起源である。 このアラビア語 口語はその後南スペイ

ンで,話 し言葉 と しての地位を揺 るぎないものに し,8世 紀以降アル ・アン

ダルスの地 は,ス ペイン語 とアラ ビア語の二重言語併用地帯へ と移 り変わ っ
(2}

てい く◎

しか しなが ら13世 紀 に至 ると,こ の地 に居住す るイスラーム教徒 のア ラ
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ブ人た ちは.ロ マ ンセの使用を放棄 して,次 第 にアラ ビア語のみの単一言語

(3)

使用者(monolingual)と なってい く。 この頃がアラブ人支配 の絶頂期,ま

たそれ に伴 うアラビア語の普及が 目まぐる しか った時代であ る。

イベ リア半島におけ るイスラーム教徒の支配 に終止符が打たれ,再 びキ リ

ス ト教徒の手に戻 るまでには,そ の後3世 紀が経過す ることになる。キ リス

ト教支配下 におかれた最後のイスラーム教徒た ちは,確 かにアラ ビア語を話

し続 けてはいたが,そ う した状況 は取 るに足 らない ものであ った。17世 紀

初頭 イスラーム教徒がジブラルタル海峡を越 えて北 アフ リカへ追放 された頃

は,す でにイベ リア半 島における口語 と してのアラ ビア語の痕跡はご くわず

かであ った。8世 紀以来アラビア語を母体 に,ア ル ・ア ンダルスの文化,伝

統 を担 い続けてきた アラブ人のイスラーム教徒は,そ の歴史上 の舞台を再度

北 アフ リカへと移す ことになる。そ して彼 らの言語的痕跡 も,北 アフ リカの

アラ ビア語 口語の中に埋没 して しまうのであ る。

2.イ ベ リア半島にみ られるDiglossia

何 もアラビア語に限 った ことではないが,書 き言葉 と話 し言葉の間の落差

が大きい言語ほど,外 国人にとってその習得 は困難 をきわめることになろう。

こう した 「書き言葉」 と 「話 し言葉」 とい った一つの言語が呈す る二っの側

面 を,二 つ の言語変種 と してと らえ るdiglossia(二 重言語兼用)を 前提 と

して,近 年Youssi,A(1995)は アラ ビア語におけ るその具体的な例 を示 し
(4)

ている。彼 は現代モ ロッコにおけ るtriglossia(三 重言語兼用)を 取 り上げ

ているが,当 時の南スペイ ンの言語的状況を検証す る際にも,彼 の問題のと

らえ方は極めて有効で ある。 というのは,13世 紀以前 のイスラー ム教徒 支

配下 のイベ リア半 島では,ロ マ ンセvs.ア ラ ビア語 とい った二重言語併用

(bilingualism)の み な らず,正 則 アラ ビア語VS.口 語 アラ ビア語 とい っ

た 「書 き言葉」 と 「話 し言葉」 の二っが兼用 されていたか らである。
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東方アラブ世界か らイベ リア半島に導入 された正則 アラビア語で,当 時の

アル ・ア ンダルスを代表す る文法学や語彙論に関す る著作が執筆 され,次 々

に世 に出る一方で,ア ラビア語の話 し言葉 も当時の社会生活で広 く普及 して

いた。す なわ ち,正 則アラビア語 と話 し言葉 と してのアラビア語 口語を,自

由に駆使 していたのが一握 りの上層階級(highregister)で あったのに対 し,

アラビア語 口語のみがそれ以外の社会階層 に深 く浸透 していた。いわゆる当

時のスペイ ン社会 の大半 を構成 していた中流階級(standardoreducated

register)や 下層階級(substandardorlowregister)の 人 々であ る。 とり

わけ後者が用 いる言葉 は,ア ラビア語 と呼ばれ るには統一性に欠け,従 来の
(5)

アラビア語とは音形や文法的 な面であ まりにもかけ離れた形態であ った。い

ずれ にせ よ,初 期のアラビア語方言がい ったい どのようなものであ ったかを

推定するにあた り,ア ル ・ア ンダルスのアラ ビア語は様 々な言語的側面で恰

好の材料を提供 し,様 々な示唆 を与えている。 さ らに通時言語史的視点か ら

確認できるのは,初 期 のアラ ビア語方言のみではな く,近 代のアラ ビア語方

言 もそ の ほ とん どが,古 典 ア ラ ビア語 で は な く古代 ア ラ ビア語(01d

Arabic)に 由来す る様 々な素性 を受け継 いでいる事実で ある。 また今 日の

アラ ビア語方言となった ものは,そ の形成 の過程で系統の異 なる幾っかの外

国語と接触 し,そ の影響 を少 なか らず被 った経緯 を指摘す ることができる。

3.ア ル ・アンダルスのアラビア語の起源

アル ・ア ンダルスのアラビア語は他 のアラ ビア語 口語 と比べ,一 連 のきわ

だ った特質 を顕す。多 くのアラビア語学者は こう した特質 を,イ スラーム ・

スペイン時代 にイベ リア半 島で話され ていたイスパニア ・ロマ ンセの傍層 に

よるものであると しているが,筆 者は こうした見解 とは立場を異にす る。ア

ル ・ア ンダルスのアラ ビア語 の特質 については,統 一言語(koine)と して

確立 し古典 アラビア語を生んだ北アラビア語群の諸方言ではなく,む しろ4
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世紀か ら5世 紀にかけて消滅 した り,あ るいはオマー ンや ソコ トラ島付近へ

押 しや られた南アラ ビア語群 の諸方言との間に共通性 を見いだ しているか ら
(6)

であ る。事実,ア ル ・アンダルスのアラ ビア語は,今 日アラビア半 島のイエ

メンで使用 されているアラ ビア語方言とhな 類似点 を共有 してい るのであ

る。いずれにせよ,北 アラ ビア語群 の諸方言も南 アラ ビア語群 の諸方言も,

アラブ人の到来を機にほぼ同時にイベ リア半 島に導入 され,正 則 アラビア語

と共に各地に浸透 してい ったのは確かである。

また この地域のアラ ビア語 口語 に,さ らなる独 自性 を与えた もう一つの要

因と して,当 時北 アフ リカー帯で話 され ていた,ベ ルベル語の存在 を度外視
(7)

す る こ と は で き な い 。 ベ ル ベ ル 語 は リー フ 語(tarifit),タ マ ジ フ ト語

(tamazikht),さ らに シ ェル ハ 語(Tashelhit)の さ らに 三 つ の 細 分 化 方 言

に 分 類 され,と りわ け リー フ語 や ア ル ジ ェ リア方面 に広 が る カ ビー リ方 言

(kabylie)が,ア ル ・ア ン ダ ル ス の ア ラ ビア 語 に もた ら した影 響 を端 的 に

指摘 で きよ う。 モ ロ ッコで は今 日で もそ の約 半数 の住 民が ベル ベル語 とアラ
(8)

ビア語の二重言語併用者であるとされ,そ の歴史的あるいは地理的近隣性か

ら,こ れ らのベルベル語諸方言 もアラブ人の侵入 とともに,南 スペイ ンの地

に渡 って来た ことに疑問の余地 はない。

押 し並べて言うな らば,SpanishArabicの 検証 にあた っては北 アラ ビア

語群諸方言の影響のみ ならず,南 アラ ビア語群諸方言やベルベル語の言語的

特質もその考察の対象 となる訳で,こ れ らが 当時のイスバ ノ ・ロマ ンセと接

触す る過程で,い わ ゆるSpanishArabicの 体系が確立 してい った というこ

とになる。

今回の小論では,ア ル ・アンダルスのアラ ビア語の音韻的側面のみに焦点

をあて,古 典アラ ビア語 との比較か ら音韻的変遷の主 なるものを取 り上げる

ことに したが,一 ・連の語彙 に関 しては,若 干ではあるがその意味的推移に触

れることのできた ものもある。
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II.母 音 に 関 して(Vocalism)

1、/a/:im烈a(硬 口蓋 化)が み られ 特 に/a/の 際 に顕 著

(9)
一/a/〉/e/:Neu .almoneda〈/almunada/「 競 売 」 〈{ndw},《alquice1》

「モ リス コ の 衣 服 」 〈Neu.alquice〈/al-kisa/「 衣 類 」 〈{ksw}

{10)

一/a/〉/i/:8世 紀 以 降
,特 に グ ラ ナ ダ 県 で 見 られ た 現 象

wild〈/waXid/「 父 」

一/a/〉/o/:今 日の ポ ル トガ ル 語 で 検 証 さ れ る

"
alcacova"《alcazaba》 〈/algasaba/「 サ トウ キ ビ」<{qsb},"Marrocos"

(marruecos)「 モ ロ ッ コ 」 〈/vmarrakus/(marrakech)「 マ ラ ー ケ シ ュ 《モ

ロ ッ コ の 地 名 》」

一/a/〉/u/:SAで は 唇 音 化 が み られ る

fumm〈/famm/「 口」,Alc.aYynula<armula〈/armala/「 未 亡 人 」

(]1)

一/a/〉/ye/:ア ラ ビア 語 マ ル タ方 言 にみ られ る

2.〃=口 蓋 垂 音 と の 接 触 で 様hな 異 音(allophone)と して 現 れ る

一/i/〉[e]〉/e/:Neu .ynezquino〈/mishn/「 貧 乏 人 」,Tp.Albacete

〈/al-basit/「 平 坦 」,Tp.Almadeque〈/almadiq/「 狭 さ 」

一/i/〉[A]〉/a/:Bata「 お 金 」 〈/gita`/
.「部 分 」,asaba`〈/aSabi`/

「指 《複 数 》」

一/i/〉/u/:軟 口蓋 唇 音 と の 接 触 の 際 に み られ る

Va.juw百r〈/jiwar/「 隣 …接 」,Alc.8碗 》 〈Va.guna〈/gins/「 歌 」

3./u/
(12)

一/u/〉/Q/〉/0/:口 蓋 垂 音 と の 接 触 の 際 に み られ る

Neu.alboque〈/ai-buq/「 フ ル ー ト」,alcohol</al-kuhul/「 ア イ シ ャ ド
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ウ」,algodon〈/a1-qutun/

一/u/〉/a/:こ の 現 象 は 古 代 ポ ル トガ ル 語 にみ られ た が
,今 日で も ポ ル

トガル 地 域 で 若 干 検 証 され る"alcanavy"〈/al-ginnabi/「 麻 で 作 られ た 」

4.二 重 母 音(Diphthongs)の 扱 い

他 の ア ラ ビ ア 語 口 語 で は 従 来 の 二 重 母 音 が 消 滅 した の に 対 し,ア ル ・ア ン

ダ ル ス の ア ラ ビ ア 語 に お い て は,二 重 母 音 は 時 代 を 下 っ て も 保 持 さ れ た 。 し

た が っ て,/ay/〉/e/,/aw/〉/0/な ど の 単 母 音 化 は,ロ マ ン セ 間 に お け

る 現 象 と して 区 別 さ れ な け れ ば な ら な い 。 しか し な が ら,地 名(Toponyms)

な ど で は 単 母 音 化 が 顕 著 お こ っ て い た 。

一/u/〉/aw/:Va .sawf〈/suf/「 羊 毛 」

一/u/〉/aw/:Va
.rawz〈/ruzz/「 米 」

一/ay/〉/e/:《aldea》 〈/a1-day`a/「 寒 村 」

一/aw/〉/0/:《azOte》 〈mote〈/al-sawt/「 鞭 」
,《alfoz》 〈/al-hawz/

「郊 外 」

一/ay/:地 名 に お い て も
,そ の ま ま 二 重 母 音 が 引 き 継 が れ た

Tp。Albaida〈/al-bayda/「 白 い も の 」,Algaida</al-gayda/「 小 さ

な 森 」

しか し な が ら以 下 の よ う な 例 外 も検 証 さ れ て い る

一Alc .に み られ る 単 母 音 化:

alhen〈/al-hayn/「 死 」,yneaa〈/may`a/「 安 息 香 」

-SAに お け る 長 母 音 で の 対 処:

La132.sunubar〈/sanawbar/「 パ イ ナ ッ プ ル の 樹,実 」,IQlo7/8/2.

luh〈/lauh/「 板 」,70/6/1.xir〈/xayr/「 善 」,Va.kif〈/kayfa/「 ど

の よ う に 」,lis〈/laysa/《 否 定 の 副 詞 》,v-sl〈/Vsay'/「 物 事 」,
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III.子 音 に 関 して(Consonantism)

1.唇 音(Labials)

1-1./b/[有 声 両 唇 破 裂 音]:音 韻/b/は ア ル ・ア ン ダ ル ス に導 入 さ れ

た 当時 は,[P]と[β]の 二 つ の 異 音 を有 して い た と想 定 され る

一/b/〉/p/:語 中 ま た は語 尾 で

《mope》 〈/al-rubb/「 果 実 の ジ ュー ス 」,Tp.Rapita〈/rabda/「 見張 り

の 強 化 」

一/b/〉[β]〉/f/:無 声 子 音 と の接 触 の 際

Dc11.fixく/bas/「 ～ の た め に 」,IQ85/4/2.kasfura<*kazβ 血ra〈

/kuzbura/「 こ え ん どう 《植 物 》」
(13)

一/b/〉[β]〉/w/:母 音 間 ま た は 内 破 音(implosive)と して

Va.lawwaく/labwa/〈/labu'a/「 雌 の ラ イ オ ン 」,awab〈/abwab/

「門 《複 数 》」

一/b/～/m/:こ の 両 唇 音 問 の 相 互 交 替 はESAやOAで 顕 著 で あ っ た

Va.ginnab～qinnam「 サ トウ キ ビ」,marham～Barham「 塗 り薬 」

一/b/〉/m/〉/n/:こ の 現 象 は ロ マ ンセ 特 有 の 語 尾 の 扱 い で あ る

《α1αα伽 》 〈/al-`agrab/「 さ そ り」,《alynotacen》 〈/al-muhtasib/「 市 場

監 視 人 」

一 音 位 転 換(metathesis):matalahuva～matafalua「 ア ニ ス 《植 物 》」 〈

/habbathaluwwa/「 甘 い 穀 物 」

1-2./p/[無 声 両 唇 破 裂 音]

(14)

一/P/〉/b/:地 名 に お い て は 通 常/P/は/b/に 取 って 代 わ られ た が
,

(15}

ロマ ンセ の影 響 を被 った地域 で は一連 の語 彙 にそ の まま/P/が 残 った

Tp.Hispalis>isbilya(Sevilla)「 セ ビ リア 」,《alpargata》 「麻 の履 物 」 〈



42

Alc.parga～pargat〈/bulga/「 黄 革 の サ ン ダ ル 」,《capa》 「祭 服 《複 数 》」

〈Alc.quipap～quibab「 礼 拝 堂 《複 数 》」 〈/gibab/</qubba/「 丸 屋 根,

丸 天 井 」,

1-3./f/[無 声 唇 歯 摩 擦 音]

一/f/〉 φ:語 尾 に お い て

Tp.Almansa〈/al-mansaf/「 道 程 の半 分 」

一 同化(assimilation):こ の 現 象 は 多 くの ア ラ ビア 語 方 言 で顕 著 にみ ら

く　の

れ る

Va.nuss〈/ni争f/「 半 分 」,Alc.icel〈/asfal/「 下 に 」,Va.anassi〈

/binafsi/>Alc.θ 勿 α 「わ た し 自身 」

1-4./m/[両 唇 鼻 音]

一/m/〉/n/:Tp
.Alfamen〈/al-hammam/「 温 泉 」,Va.ibzin〈

La16.お よ びZm94.bizim〈/ibzim/「 ブ ロ ー チ 」,Mi4.2.2.3。xnsh

〈/xamsa/「 五 」,vynsy〈/yam首iw/「 彼 ら は 行 く 」,Neu.alhaquin〈

/a1-hakim/「 医 者 」,《alcotan》<Alc.cotan～cotantz〈/al-gataxn/「 ハ ヤ

ブ サ 」

(17)

一/m/〉 φ:語 尾 に お い て

Tp.Benaque〈/ibnhakam/「 統 治 者 の 息 子 」,Tp.Benamocarra〈/ibn

mukarram/「 高 貴 な 息 子 」

1-5./w/[両 唇 半 子 音]=OAで は/w/は/'/や/y/と 交 互 に 現 れ

く　

た。 こう した/w/や/y/の 唇音性 は,イ エメ ン方言 に代表 され るESA全
(19)

般 に わ た る 特 徴 で あ る 。

一/w/〉/y/:IQ130/5/3 .izara〈/wizara/「 庁 舎 」,Alc.〃 ∂∂α 〈
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/whata/「 相 続 」,Dz2.18.dayya〈/dawwa'/「 照 らす 」,Va.fawha～fayha

「匂 い 」,jay`an〈/jaw`加/「 空 腹 」,jayya`〈/jawwa`/「 餓 死 す る」

一/W/〉[v]〉/gu/:ロ マ ン セ で 検 証 さ れ る

(20)

Alc.guaquila～vquele「 女 性 経 営 者 」 〈{wkl}

一/WW/〉/yy/:一 連 の ア ラ ビ ア 語 方 言 に み られ る

EGA.nayyam〈/nawwam/「 寝 か せ る 」,MRA.qiyyim〈/qawwam/

「起 こす 」

2.歯 音(Dentals)

2-1./t/[無 声 歯 破 裂 音]:女 性 名 詞 語 尾{-at}に お け る 形 態 素/-t/

は 文 字 上 は/-h/で 現 れ る

Va.adah〈/adat/「 器 具 」,hayah〈/hayat/「 人 生 」,sah〈/sat/

「羊 」

一/t/〉/d/:Z1423 .waqdak〈/waqtak/「 あ な た の 時 代 」

一/t/〉/d/:IA384 .fadq〈/fatq/「 断 絶 」

(21)

一/t/〉/t/:Z102 .お よ びIQ18/2/4.isd～].St〈/ist/「 後 部 」,

Z202.`ifr茸 く/`ifrit/「 小 悪 魔 」,Z1697.wagtak〈/waqtak/「 あ な

た の 時 代 」,Gl32.ta`ate〈/to`atin/「 傲 慢 」,IQ85/3/2.お よ び

/95/4/3.tastahl〈/tastahi/〈{hyw}「 恥 じ る」,

2-2./d/[有 声 歯 破 裂 音]:上 層 階 級 の 言 語 や 教 養 語(highregister)

で は,/d/は/d/[歯 間 摩 擦 音]と の 間 に音 韻 上 の 区 別 が な さ れ て いた が,

下 層 階 級(10WregiSter)で は これ ら二 っ の 音 韻 に 混 同 が み られ た。 この現

象 は ロマ ンセ の基層(substratum)の 影 響 を 被 った 例 で あ る

一/d/〉/d/:時 に は 二 つ の音 韻 に混 同 が み られ た

Gl.hafid〈/hafTd/「 孫 」,Va.hida〈/hid'a/「 鳶 」,IA200。`arbad



44

(22)

「喧 嘩 す る 」 〈{`rbd},]H32.d5ba〈/daba/「 今 」

一/d/〉/d/=(/Z/):初 期 の 頃 に は/Z/あ る い は/d/が/d/に 代 わ っ

て 用 い られ て い た

`
arbada～IQgO.14.`arbazar喧 嘩 す る 」,Va.ni`arbid～ni`arbidr私 は

喧 嘩 す る 」

一/d/〉/t/:ア ラ ビ ア 語 か ら ス ペ イ ン語 に 入 った 語 彙
,あ る い はTp.に

お け る 単 語 語 尾 で 確 認 さ れ る

《alcahuete》 〈/al-qawwad/「 ボ ン引 き 」,Tp.Alberite〈/al-barid/「 郵

便 」

一/d/〉/r/:語 尾 に お い て

Tp.Guadalaviar〈/wadal-abyad/「 白 い 川 」,Tp.Benamor〈/ibn

hammud/「 称 賛 に 値 す る 息 子 」

一/d/〉 φ:/d/の 語 尾 で の 消 失 は ロ マ ン セ 間 に お け る き わ だ っ た 現 象 で

あ る

Tp.Benimodo〈/banimawdud/「 親 愛 な る 息 子 」

(23)

一/d/〉 φ:語 中 に お い て

(24)

Z857.way〈/wadi/「 川 」,Z1254.waliyya〈/wa1了da/「 女 の 子 」

一/d/〉/1/:ロ マ ン セ に も 共 通 した こ の 傾 向 は
,下 層 階 級(substandard

register)のSAで 検 証 さ れ る

cigala〈cicada「 ウ ミザ リ ガ ニ 」,mielga<medica「 ウ マ ゴ ヤ シ 《植 物 》」,

Va.mululiya〈ynelodia「 メ ロ デ ィー一」

2-3./t/[無 声 歯 咽 頭 化 破 裂 音]

一/t/〉/t/:ア ラ ビ ア 語 か ら ス ペ イ ン語 に 入 った 語 彙
,あ る い はTp.の

転 写 に み られ る

《alquitran》 〈/al-gitran/「 タ ー ル 」,Tp.Aiconetar〈/al-qunaytar/「 小
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さな橋」
(25)

一/t/〉/d/:ロ マ ンセ に お い て 多 く確 認 さ れ る

《磁o∂6》 「日干 し レ ン ガ」 〈/attub/「 レ ン ガ 」,Alc,denbeq「 へ こ ま せ る 」

<Va.tanbaga～danbaga〈/tunbuga/「 突 起 」 〈{tbq}

(26)

一/t/〉/d/:badha</batha'/「 平 坦 な 」

2-4./d/[有 声歯咽頭化破裂音コ
(27)

一/d/〉/Z/:表 記 上 の 誤 り で あ る こ と が 頻 繁 で あ っ た

IQ5/3/3.alzafayr〈/addafa'ir/「 三 っ 編 み の 髪 」,7/174.zayi`〈

/dayi/「 失 わ れ た 」,142/2/2.zuraysat〈/duraysat/「 小 さ な 歯 」

一/d/〉/ld/:ア ラ ビ ア 語 か ら ス ペ イ ン 語 に 入 っ た 語 彙 に み られ る

《alcalde》 「市 長 」 〈/al-gadi/「 裁 判 官 」,《albayalde》 〈/al-bayad/「 鉛 白 」

一/d/〉/t/:ロ マ ン セ に お い て 移 行 す る

《arYiate》 「壁 際 の 細 長 い 花 壇 」 〈/arriyad/「 庭 《複 数 》」,DE208.atafera

</addafira/「 三 っ 編 み の 髪 」,Alc.34.and〈/and/「 大 地 」

2-5./n/[鼻 音]:一 連 の 研 究 者 は/n/を 歯 茎 音 と して 分 類 して い る

一/n/〉/m/:語 尾 に お い て

Va.xammam〈/xammam/「 考 え る」,halazum〈/halazuna/「 カ タ ツ ム リ」

(28)

一/n/〉 φ:語 尾 に お い て

IA314,husay〈/husayn/《 固 有 名 詞 》,J32.janT〈/janxn/「 胎 児 《複 数 》」,

Va.lay〈/li-ayna/「 ど こ へ 」

一/n/〉/1/:今 日 こ の 現 象 は 北 ア フ リ カ の ア ラ ビ ア 語 方 言 の み な らず ,

東 部 ア ラ ビア 語 方 言 で も 頻 繁 に お こ っ て い る

Va.ziwaX〈/ziwan/「 毒 麦 」

一/n/〉/y/:hays〈/hanas/「 虫官」
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一 同 化:att〈/anta/「 あ な た 」

(29),{30)
一 重 複 子 音 の 異 化:Va

.ganzir〈*/gazzzr/〈gazdir〈/gasdir/

「錫 」,IA437.al-funqa〈/a1-fugga`a/「 食 用 キ ノ コ 」 ・

3.歯 茎 音(Alveolars)

3-1./r/[振 音]:SAに お け る/r/の 振 幅 は 一 定 し て お ら ず,/r/

と の 区 別 は 単 な る 文 字 上 の バ リエ ー シ ョ ン と み な す こ と が で き る

一/r/〉/rr/:Alc .c%溺 伽 疹くVa.surriyani～Gl.surrani〈/suri/

「シ リ ア 人 」,La274.zarr1'a〈/zarl'a/「 種 」

一/rr/〉/r/:La281 .噸ra〈/Barra/「 妾 」

(31)

一/r/〉/y/:硬 口蓋 イヒ

(32)

Alc.mihad〈Va.mihad〈/xnirhad/「 野 外 便 所 」,MT752.11.tija`く/

tirja`/「 彼 女(あ な た)は 戻 る 」 〈{rj`}

一/r/〉/1/:Va .bilsam〈/birsam/「 無 言 症 」,dird… 江a〈/itara/

「トリネ コ 」,malastan〈/maristan/「 病 院 」

3-2./1/[側 音]

一/1/〉/r/:こ の 音 韻 の 移 行 は 時 に は 同 化 現 象
,ま 左 時 に は 異 化 現 象 に

よ っ て い る

Tp.Alpartir</al-bartil/「 賄 賂 」,Va.rutayra〈/rutayla'/「 蜘 蛛 」,

sarsala〈/silsila/「 鎖 」,harazuna〈/halazuna/「 カ タ ッ ム リ」,

(33)

一/1/〉/n/:Alc .〃 π'卿7%<m63.mignin〈/miglin/「 ゴ シ キ ヒ ワ 《鳥 》」,

Va.hanaki〈{hlk}「 黒 い 」

4.歯 間 音(lnterdentals)

m1./t/[無 声 摩 擦 音]:歯 間 音 は ロマ ンセ に お い て文 字 上 はth,S,C,
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(34)ノ

Cお よ びzで,ま たAlc.で はnCで 表 記 さ れ た

一/t/〉/t/:Va .katuliqi〈/katuligi/「 カ ト リ ッ ク 教 徒 」,Z.1127.

itna`vsar〈/itna`vsar/「12」

(35}

一/t/〉/f/:foraya〈/turayya/「 巨 人Atlasの7人 娘 《ギ リ シ ャ神

話 》」,Alc.femme〈/taynma/「 あ そ こ 」

一/t/〉/d/〉(/Z/):DE .atahayre「 尻 が い 《馬 具 》」 〈zafar〈Va.

dafar〈/tafar/

一/t/〉/z/:G128 .harraz〈bariz〈{hrt}「 黎 《農 具 》」

4-2./d/[有 声 摩 擦 音]

(36}

一/d/〉/d/:darra〈/darra/「 原 子 」
,Va.daxira〈/daxira/「 宝 」,

(37}

nidaxxarr私 は 貯 蓄 す る 」</daxxar/「 彼 は 貯 蓄 す る 」

一/d/〉/1/:語 中 に お い て

IH64.maylaq〈/midaq/「 試 金 石 」,Va.ilalam〈/idalam/「 も し …

… で な い な ら」,

(38)

一/dノ 〉/d/〉/d/:azfaYadib〈/azfaraddib/〈azfaral-di'b/「 オ

オ カ ミ の 爪 」,La154.muwaddah〈{WCII'1}「 汚 い 」

5.歯 擦 音(Sibilants)

5-1./s/[無 声 歯 茎 前 部 舌 背(alveoro-predorsal)摩 擦 音]

{39)

一/s/～/z/:相 互 交 替

Va.haxis～hariz〈/haris/「 監 視 人 」,`ukkas～`ukkaz「 杖 」 〈/`ukka,z/

「支 柱 」,mihras～mihraz〈/mihras/「 乳 鉢 」,《ebano》 〈abanus～abanuz

〈/abanus/「 黒 壇 」

(4Q)
一/s/〉/s/:Va .su「 「a～surra〈/surra/「 へ そ 」,IA99.sur〈

/sur/「 城 壁 」,Z486.naqus〈/naqus/「 鐘 」,Tp.Azana〈/a1-saniya/
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「水車」〈{sny}

一/s/〉 繕/:こ の二っの音韻 は しば しば混 同されたが
,時 には単 なる転

(41}

写 上 の 誤 り で あ る場 合 も あ っ た

Alc.VxErxern〈Va.v・sirsam〈/sirsam/「 熱 狂 」,dauxiY～4α%Cα7〈

/dawsar/～/dausar/「 毒 麦 」

5-2./ジ[無 声 歯 茎 前 部 舌 背 咽 頭 化(alveoro-predorsalpharyngealized)

摩 擦 音]

一/s/〉/z/:異 音 と し て 相 互 交 替 が み られ た

Va.gazdir〈/qa串dτr/「 錫 」,gafas～qafaz〈/qafas/「 鳥 篭 」,La

194.mazdaga〈/misdaga/「 枕 」,Alc.η 知 ∂痂 〈/ni$r6ni/「 キ リ ス ト教

徒 」

一/S/〉/s/〉/z/:G1 .musara`a〈/mu柘ra`a/「 闘 争 」,Alc.瞬 力7

(42)

〈asfar〈/asfar/「 黄 色 」,azl〈asl〈/asl/「 起 源 」

5-3。/z/[無 声歯茎摩擦音]:/z/は アラビア語起源のスペ イン語の語彙

では,文 字上/g/あ るいは/j/と なった
(43)

《jirafa》<zirafa〈/zarafa/「 キ リ ン」,《jinete》r騎 手 」 〈/zanati/「 ベ

ル ベ ル の 一 部 族 」

6.前 硬 ロ 蓋 音(Prepalatals)'

6-1./vS/[無 声 摩 擦 音]:

一/"s/〉/s/:有 声 歯 擦 音/j/に 隣 接 す る 際
,/s/へ の 異 化 作 用 が み られ,

Alc.に お い て は 文 字 上Cま た はcで 表 記 さ れ た

Alc.cαgぬ く*・ ‐csadi〈/saji`/「 勇 敢 な 」,o痴 箔α 「イ チ ジ ク 」 〈*sajara〈

沓ajara/「 樹 木 」
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しか しなが らSAに お いては この変化は一定せず,標 準的な用法では な

いが,む しろアラビア語起源のポル トガル語の語彙 にみ られ る。 さ らにスペ

(44)

イ ン語 に 導 入 さ れ た 段 階 で は,こ の/s/は/」/に 移 行 して い る

《jerife》 〈"serife"〈 繕ar了f/「 高 貴 な 」,《almojarife》 〈"almosarife"〈

/al‐musrif/「 検 査 官 」

6-2./j/[有 声破擦音]

一/j/〉/g/:イ エメン人がイベ リア半 島に到来 した際 に
,本 来破擦音 で

あ った/j/に 代わ って,有 声軟 口蓋摩擦音 の/9/の 音 を導入 したとの説が
(45)

有 力 で あ る 。 こ の 説 はTp.に お け る ア ラ ビ ア 語 表 記 か ら裏 付 け られ て い る

Tp.Tajo<Tagus</tajuh/,Trujillo<Targalium</turjaluh/,

《galbana》 「怠 惰 」 〈*galbana〈/julubbana/「 エ ジ プ トま め 《複 数 》」

(46)

一/j/〉/z/=[vZ]:[vZは 地 名 あ る い は ポ ル トガ ル 語 に お い て
,表 記 上 は

/z/で 現 れ る
(47)

Tp.Marzalcadi〈/marjal-gadi/「 裁 判 官 の 牧 場 」,《zamba》 「黒 人 と イ

ン デ ィオ の 混 血 」 〈/janba/「 不 純 な 」,《jorro》 「網 」<"zorro"〈/jurr/

「牽 引 」

一/j/〉/d/:/き/と の 近 接 に お け る 異 化 現 象

Va.addassa〈/vvajjassa/「 ゲ ッ プ を す る 」,dinar〈/ji6巨r/「 ア ン ダ ル シ

ア 地 方 の 農 場 」

一/」/〉/ch/=[t∫]:ロ マ ン セ に お け る 無 声 音 化

(48)

初 α励 〃 〈/manjil/「 半 円 形 の 鎌 」,Neu.chiYivia「 ア メ リ カ ぼ う ふ う 《植

物 》」 〈Alc.・vgirivis〈/jiriwiyya/,Tp.Alborache〈/al-burayj/「 小 さ

な 塔 」

一/j/〉/y/:Tp .Alboraya,Alborea〈/al-burayja/「 小 さ な 塔 」,

Alc.alias〈/al--jarra/「 水 差 し」
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(49)

一/j/〉/"s/:搭/は ロマ ンセ で は/x/で 表 記 され た

(50)

Tp.Borox〈burus〈/buruj/「 塔 《複 数 》」,Alborax〈/al--buraY3/「 小

さ な 塔 」

7.軟 ロ蓋 音(Velars)

7-1./k/[無 声 破 裂 音]

一/k/〉/g/:ア ラ ビア 語 か らス ペ イ ン語 に 導 入 され た 際 に有 声 化 した

《barragan》 「羊 毛 の 布 」 〈/barrakan/「 衣 類 」,《almaciga》 「乳 香 」<

/al-mastika'/,《jabega》 「地 引 き網 」 〈/sabaka/「 網 」
(51)

二/k/〉[x]:ベ ル ベ ル 語 傍 層(ゼ ナ タ 細 分 化 方 言)の 影 響

Mi4.2.2.22.axtar〈/aktar/「 よ り 多 い 」,Alc.09≠ 劾 〃 〈uxtubar〈

/oktobir/「10月 」,

一/k/〉 φ:ア ラ ビ ア 語 か ら ス ペ イ ン 語 に 導 入 さ れ た 語 彙 の 語 尾 に お い て

《almojaba》 〈algnubaba〈/al-musabbak/「 格 子 窓 」,《zabra》 「二 本 マ ス

トの 古 代 船 」 〈/zauraq/「 手 こ ぎ ボ ー ト」

(52)

7-2./q/[無 声 破 裂 音 コ:

(53)

一/q/〉[kコ=/c/:Tp .お よ び ア ラ ビ ア 語 か らの 借 用 語 に お い て

Tp.Alcantara〈/a1-gantara/「 橋 」,iAlacuas〈/a1-agwas/「 虹 《複 数 》」,

《alcahuete》 「売 春 斡 旋 人 」 〈/al-gawwad/「 指 導 者 」,

≪}
一/q/〉/9/:Tp .Alguibla〈/a1-qfbla/「 メ ッ カ の 方 向 」,DE15.

gabela「 税 金 《複 数 》」 〈/gabala/「 責 任 」,(acelga)「 フ ダ ン草 《植 物 》」 〈

Alc.c61卿6〈Va.salq～salk「 野 菜 」 〈{slq},

7-3./g/[有 声破裂音]

一/9/〉/q/:ベ ルベル語か ら導入された一連の語彙にみ られ る
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Dz,1.1.alfaneque「 ハ ヤ ブ サ 」 〈'fraq〈/afrag/「 ス ル タ ン(君 主)の テ

(55)

ン ト」,tecla「 鍵 盤 」 〈Va.tagra〈/tagra/「 くぼ み 」

8.ロ 蓋 垂 音(Uvulars)

8-1./x/[無 声 摩 擦 音]:こ の 音 韻 は ロ マ ン セ で は/c/,/q/,/f/,/9/な

　　

ど で 表 記 さ れ,今 日の ス ペ イ ン 語 で は/j/と な った

一/x/〉/k/:《alcachofa》 〈alcarchofa〈/al-xarsuf/「 朝 鮮 ア ザ ミ

《植 物 》」,m卿 θ 〈/ruxx/「 ル ー ク 《チ ェ ス 》」,

一/x/〉/f/:《 α1肋 の 「鞍 カ バ ン」 〈/al-xurj/「 鞍 袋 」

一/x/〉/9/:《algarroba》 「え ん ど う 豆 」 〈/al--xarrub/「 ソ ラ 豆 」

一/x/〉/g/:IQ .gxt〈/xayt/「 紐 」

一/x/〉[x]=/j/:Tp .Aljandeque〈/al-xandaq/「 溝 」

8-2./9/[有 声 摩 擦 音]

(57)

一/g/〉/x/:Zm107 .xarz〈/garz/「 杭 」

一/g/〉/`/:SA .に お け る こ の 変 遷 はESA.の 影 響 を 指 摘 で き る

Alc.」 盈 吻 物 「宇 宙 形 状 史 学 」 〈Va.ja`rafiyyar世 界 地 図 」 〈/jugrafiyya/

「地 理 学 」

一/g/〉 φ:De14 .alanofar〈/al-mugfar/「 兜 」,Tp.Moeda〈

/mugayda/「 小 さ な森 」 〈{9yd},

9.咽 頭 音(Pharyngeals)

m1./`/[有 声 摩 擦 音]

一/`/〉/h/:異 化 現 象 に よ る 無 声 音 化

IQ50.6お よ び112.1.mah-ha〈/ma`a-ha/「 彼 女 と い っ し ょ に 」

一/`/〉/h/〉 φ:ロ マ ンセ に お い て
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Al.c.cahca「 パ ン ケ ー キ 」 〈{k`k},Dc14.tahtii「 あ な た は 与 え る 」 〈taht

(58)

i〈{`tw}

一/`/〉 φ:下 層 階 級(substandard)の 問 で 消 失 す る

(5g}

La24.nata〈/nit`/「 革 製 の テ ー ブ ル セ ン タ ー 」,a1-jima</a1-ji抽i`/

「イ ス ラ ー ム 寺 院 」,MT115.7.VSa,Y'1〈/Y-Sa,Y'1`/「 大 通 り」,

一/`/〉/9/:ロ マ ン セ の 表 記 で

《algarabia》 「意 味 不 明 な 事 柄 」 〈/a1-`arabiyya/「 ア ラ ビ ア 語 」,《algarYada》

〈/al-`arrada/「 投 石 器 」

9-2./h/[無 声 摩 擦 音]

一/b/〉/`/:有 声 化

Va.quzquza・ 〈/gawsquzah/「 虹 」

一/h/〉/h/:下 層 階 級 のSA .で 声 門 音 化(glottalization)

MT.1024v2.hululal-fawt〈/hululal-fawt/「 死 の 到 来 」

(60)
一/h/〉/x/:'MT619 .3.xanut〈/hanut/「 店 」,Alc.cakla〈

/kahla'/「 キ ヅ タ 《植 物 》」

一/h/〉/k/:《alynadraque》 〈/al-matrah/「 マ ッ ト レス 」

一/h/〉 φ=《abarraz》 「シ オ ガ マ ギ ク 《植 物 》」 〈/habba1-ra's/「 頭 部

の 瘤 」

一/h/〉/j/:Tp .Albojaira〈/al-buhayra/「 湖 」Aljocen〈/al-husayn/

「小 さ な 要 塞 」

一/h/〉/y/:DE14 .atarraya「 投 げ 網 」 〈/al一 ㌻arraba/「 枕 型 の ク ッ シ ョ

ン」

一 過 剰 訂 正(hypercorrection):mash〈/masx/「 怪 物 」
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10,声 門 音(Glottals)

10-1./h/[摩 擦 音]

一/h/〉 φ:特 に 語 尾 に お い て

(61)

Va.fakiya～fikya〈/fakiha/「 果 物 」,f了 く/f了h/「 そ の 中 に 」,Alc

lo.19.faqui〈IQ23.4y50.3.fagi<z924./fagih/「 法 学 博 士 」,

Alc.xebbe〈/sabbaha/「 捏 造 す る 」

(62)

一 過 剰 訂 正(hypercorrection):fx-h〈/fi/「 ～ の 中 に 」

(63)

一/h/〉/h/:こ の 現 象 は ア ラ ビア語 マ ル タ方 言(Maltese)に み られ る

10-2./'/[破 裂 音]

一/'/〉/:/(長 母 音 化):Va .v,san〈/sa'n/「 習 慣 」,rim〈/ri'm/

「ガ ゼ ル 《動 物 》」,fus〈/fu'us/「 鍬 《複 数 》」,Alc.hami〈/hama'/

「泥 」

(64)
一/'/〉 φ:Va .farra〈/farra'/「 毛 皮 商 人 」,w--anta〈/wa-一'anta/

「そ し て あ な た 」

一/'/〉/y/:/i
__a/ま た は/a_i/の 組 み 合 わ せ に お け る 語 中 で

Z241.miyya〈/mi'ah/「 百 」,Va.maybar〈/mi'bar/「 針 箱 」

一/'/〉/w/:/a
_u/ま た は/ua/の 組 み 合 わ せ に お け る 語 中 で

Alc.royaci〈Va.ruwasa～ruyasa「 ム ー ア 人 の 首 領 」 〈/ru'sa'/「 大 統 領

《複 数 》」,Va.tawlif〈/ta'lif/「 編 纂 」

一/'/〉/`/:Va .faqa`〈/faqa'/「 彼 は 目 を 引 き 抜 い た 」

(65)
一 子 音 重 複(gemination):Va .fall〈/fa'1/「 兆 候 」,`ibb〈/`ib'/

(66J

「重 荷 」,ridd〈/rid`/「 助 け 人 」,
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《略 語 》

{SA)=SpanishArabic,{OA)=01dArabic,(ESA}=EpigraphicSouth

Arabian,(Tp)=Toponyms,(EGA}=EgyptianArabic,{MRA}=Moroccan

Arabic

r(Al

c)=PedrodeAlcala,ArteParaligeramentesaberlalenguaaravigay

レ'ocabulistaarauigoentetracαs∫ 〃 α襯,Granada,1505,

(Neu)=NeuvonenE.K.,」 乙o∫aYabismos(delθsρ α劾1enθ1sigloXII正,Helsink

i‐Leipzig,1941,

{Va}=C.Schiaparelli(ed.},Vocabulistainarabico,Florence,1871,

(IQ)=GarciaGomezE.,TodoBenQuzman,Madrid,1972,

(La}=R.`Abdattawwab(ed.},Lahnal`awamm{ta'1ifAbiBakrM.B.

hasan.b.Madhi7al-zubaydi},Cairo,1964,

{Dc)一 一MdeAyala,DoctrineChristianaenlenguaarabigaycastellana,

Valencia,1566.

(ZM)=`A.Matar,Lahnal-`伽 脚 万 伽 がaddiYasa-tα 〃ugawiyッ 碗 α1形α47

_ah,Cairo,1967,

(Dz}=R,.Dozy,Supplementauxdictionnairesarabes,Leiden1881,

(Mi)=C.Barce16,ル π雁laszslamicasenelpalsvalenciano,Madrid-Valencia.

1984,

(Z)=M.Bin"sariifah(ed、),A〃ztalal`awam171'andalus,Fez,1971,

(IA)=`A.A1.Ahwani:《Amtalal`arnmahfTL'andalus》IlaTaha

Husayn,Cairo,1962,

(G1)=Ch.Seybold(ed.),GlossariumLatino‐arabicumexunicoquiexstat

codiceLeidense......,Berlin,1900,

(正D=`A.Al,Ahwani,《Alfaz.magribiyyahminkit夏bIbnHi首i加allaxmi

f了lahnal`ammah》R伽 θde1'InstitutdesManuscriptsde1αLig°ueノ レ α∂63,,

1957,

(DE)ニR.DozyyEngelmann,Glossairedes〃tots6sか αg㎜1setportugais

derivesdel'arabe,Leiden,1869,

(J)=`AbdAl.Wahhab,H.H,(ed.),且1一 ブumanaJtizaratal一 ア∫坂辮,Cairo,

1953,

(MT}=A.GonzalesPalencia,LosMozarabesdeToledoenlossiglosVIIy

VIII.4vols.Madrid,1936,
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《特殊音素記号》

/nC/=[ts]postdentalafricate(後 歯 破 擦 音),

[v]=non-fricativecontinuant(無 摩 擦 継 続 音),

[β]bilabialfricative(両 唇 摩 擦 音),

[e]=mid-highfrontunroundvowel(/i/の 異 音 と し て),

[Q]=mid-highbackroundvowel(/u/の 異 音 と し て),

[A]=mid-backroundunroundvowel(/a/の 異 音 と し て)

一 イ タ リ ッ ク 体 はAlc .で 確 認 さ れ る 語 彙

《

/

～
t

66

》内は現代 スペイン語に導入 されたアラ ビア語か らの借用語(arabism)

/内 は古典 ア ラ ビア語

}は 古典 ア ラ ビア語 の語根
"は ポ ル トガル語 に導入 され た アラ ビア語か らの借用語

註

1)古 典 ア ラ ビア語 を基 底 と した,西 方 ア ラ ビア 語 と東 方 ア ラ ビア 語 の 語 彙 比 較

に 関 して は,石 原(1998)「 古 典 ア ラ ビア 語 と ア ラ ビア 語 の 諸 方 言 化 」,『創 価

大 学 外 国 語 学 科 紀 要 』 第8号,97-119.

2)711年 に イ ス ラ ー ム勢 力 が イ ベ リア 半 島 に 侵 入 し,最 終 的 に は そ の約3分 の

2が イ ス ラ ー ム勢 力 の 支 配 下 と な った 。 これ が ア ル ・ア ン ダル が 包 含 した最 大

領 域 で あ る。 さ らに 「ロ マ ンセ 」(Romance)と 呼 ばれ た 当 時 の ス ペ イ ン語 は,

俗 ラ テ ン語 か ら分 化 して 間 も な い初 期 の 形 態 を 有 し,現 代 ス ペ イ ン語 と は か な

り の 隔 た りが あ った 。

3)確 か に ア ラ ブ人 た ち は ロマ ンセ も駆 使 で き た よ うで あ るが,そ の 水 準 は あ く

まで も,後 に習 得 した 第 二 外 国語 程 度 に と ど ま って い た と され る。

4)Youssi,A;《TheMoroccantriglossia=factsandimplications》

InternatioralJournaloftheSociologyandLanguage,II2,(1995),29-43.

5)ア ル ・ア ンダ ル ス の ア ラ ビア語 で は音 韻 上,歯 音(t,d)と 歯 間 音(t,d)

の 混 同 や,咽 頭 化 音(S,t,d,q)と 非 咽 頭 化 音(s,t,d,k)の 混 同 が み

られ た が,こ れ らの 現 象 は 話 し言葉 の レベ ル にお い て も 二 つ の 水 準 が 存 在 して

い た こ と を物 語 って い る。

6)拙 稿 「南 ス ペ イ ン の ア ラ ビ ア 語 に お け る 言 語 学 的 諸 相1」,『 地 中 海 学 研 究

XX』,(1997),127-151.
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7)当 時 の ベ ル ベ ル 人 の 状 況 に 関 して は,拙 稿 「歴 史 か ら見 た スペ イ ン社 会 の特

質 」 『ス ペ イ ンの社 会Wasedalibrimundi28』(1998),170-191.

8)こ れ に さ らに フ ラ ンス 語 を 加 え た 三 言 語 使 用(trilingualism)の 状 況 に関 し

て,前 出Youssi,A(1995)は 社 会 言 語 学 的 考 察 を試 み て い る。

9)Alc34.hede</hada/,enne</anna/,hue<huwe</huwa/,me<

/ma/

10)Alc34.8祝 τgの く ω方必 く/wajaba/

11}H.Blanc,CommunaldialectsinBaghdad,Cambridge{USA),1964,42.

12)Alc34.matlobin</matlubin/,nucolo</nuqulu/

13)ア ル ・ア ン ダル ス の ア ラ ビア 語 の形 成 に 一 役 を 担 った ア ラ ビア語 諸 方 言 の 中

に は,す で に 異 音[β]を 用 い て い た も の が あ った と推 定 され る 。 こ う した

/b/の 摩 擦 音 化 は イ ベ リア 半 島 や モ ロ ッ コで 顕 著 で あ るが,一 連 の 研 究 者 は

この 摩 擦 音 化 の起 源 を ア ラ ビア 語 に は 求 めず,ペ ル シ ャ語,ア ラ ム語,さ らに一

部 の ベ ル ベ ル 語 に 特 有 な 現 象 で あ る こ と を 指 摘 し て い る;《Asuveyof

spirantizationinSemiticandArabicphonetics》,JewishQuarteYly」neview

60,1970,147

14)H。Mercier,DictionnrziYe徽 わ6一加 πgαガs,Rabat,1951

15)ア ラ ビ ア語 の 子 音 重 複 に 対 してAlc.で は/P/で 対 応 した 。 反 対 に 中 世 の

イ ス バ ノ ・ロマ ンセ で/p/で 書 か れ た 部 分 を,ア ル ハ ミア ダ文 字 で は/bb/

あ るい は/ff/な どの 子 音 重 複 で 対 応 した;拙 稿 「イ ス ラ ー ム ・ス ペ イ ンに お

け る言 語 事 情 」,『東 洋 学 術 研 究31-2』(1992),125-142.

16)J.D.Latham,《ArabicintoMedievalLatin》,」OurnalofSemitic

Studies171,1972,30.

17)R.Lapesa,Historicdelaleng°uaespanola,Madrid,1980,505

18}Va.205.

19)T.M.Johnstone,《MehriLexiconandEnglish--Mehriword-1ist》

SchoolofOrientalandAfricanStudies,London,1987.

20)Aic34.aguili<awili,gue</wa/,gtsigib<wrjib,av<aw

21)こ の 現 象 は 言 語 学 上 は/t/の 軟 口蓋 化(velarization),あ る い は 咽 頭 化

(pharyngealisation)と して 扱 わ れ る。 と こ ろ で,ア ラ ビア 語 口語 は 常 に硬

口蓋 化(imi証a),あ る い は 軟 口蓋 化/咽 頭 化(tafxim)の い ず れ か 一 方 の 現

象 に よ り特 徴 づ け られ,前 者 は サ ウ ジ ア ラ ビア 西部 のネ ジ ド古 代 方 言(Najdi),

メ ソ ポ タ ミア で 話 され て い た キ ル トゥ方 言(Qiltu),SA,さ ら に マ ル タ方 言

で 確 認 さ れ,い っぽ う後 者 は ヒジ ャー ズ 古 代 方 言(Hijazi),ベ ドゥイ ンの 近
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代 ア ラ ビ ア語 方 言,ア ラ ビア半 島 方 言,シ リア,イ ラ ク,ウ ズ ベ キ ス タ ンの ア

ラ ビア語 方 言 で 確 認 され る。 しか しな が らimal.aとtafximの 両 方 が 同 時 に 確

認 さ れ る方 言 は 存 在 しな い こ とが 明 らか と な っ て い る;Ch.Seybold(ed.),

GlossariumLatino-arabicumexunicoquiexstatcodiceLeidense.....,Serlin,

1900,32.

22)MRA.で は現 在 で もd肋a「 今 」 が 健 在 で あ る。

23)/d/の 語 中 に お け る消 失 は,今 日の ス ペ イ ン語 口語 で も健 在 で あ る。

24)EGA.wiliyyaも 同一 の意 味 を 有 す る。

25)モ サ ラ ベ の言 語 で は/t/〈/d/と い った 反 対 の現 象 が 確 認 され て い る:Tp.

Qurtba〈Cordoba,tutu〈todo「 す べ て 」,gatina〈cadena「 チ ェー ン」

Z229.Santibatr<SanPedro《 人 名 》

26)R.GarciadeLinares,((EscriturasarabespertenecientesalArchieo

deNuestraSenoradelPilarenZaragoza》 、口∂魏6㎜ ブ6aCodera,Zaragoza,

1904.184.

27)SAの 初 期 の 形 成 過 程 で は,[d](咽 頭 化 破 裂 側 音)と[d](咽 頭 化 歯 問 摩 擦

音)が 二 っ の 異 な った 音 韻 と して存 在 して い た と推 定 され る。 事 実OAで は こ

れ ら二 つ の 音 韻 の 存 在 が 検 証 され て い て,文 字 上 は/Z/が 音 韻[dT]に 対 応 し

て い た こ と が 明 ら か と な っ て い る;J.Cantineau,Etudesdelinguistique

arabeParis,1960,54-55.;R.Steiner,TheCaseforfricative‐lateralsin

PYOto-Semitic,NewHaven,1977,69-73.

28)語 尾 の/-n/の 消 失 は グ ラナ ダ地 方 のSAで 顕 著 な現 象 で あ るが,さ らに イ

ベ リア半 島 東 部 全 般 に お け る語 尾/-n/の 消 失 は,カ タ ロ ニ ア 語 の 音 韻 体 系

の 影 響 を被 った 現 象 で あ る との 仮 説 が あ る:カ タ ロニ ア 語mesqui〈 ス ペ イ ン

語 《mesquino》 〈/miskzn/「 貧 しい」

29)こ の 異 化 現 象 は ロ マ ンセ 間 で 特 有 な も の で,ポ ル トガ ル語 で そ の 例 が確 認 さ

れ て い る:"enxavegas"〈/assabaka/「 網 」,"enxoval"〈/aき きuwar/「 嫁 入

り道 具 」;F.Corriente,ArabeAndalusiylenguasromances,Madrid,

1992,48.

30)F.Corrienteは こ の 種 の 同 化 を,ア ッカ ド語 や ア ラ ム 語 で よ く知 られ た 現

象 で あ る と 指 摘 し て い る;F.Corriente,.ggrmmaticalsketchoアthe

SpanishArabicDialectBundle,Madrid,].977,42.

31)/r/が そ の 振 音 的 素 性 を 失 い硬 口蓋 音/y/へ 移 行 した 例 。

32)通 常 の 「便 所 」 を 意 味 す る こ の 語 彙 は,今 日モ ロ ッコ全 域 で 健 在 で あ る。

33)こ の 移 行 は 今 日の ア ラ ビ ア語 モ ロ ッコ方 言 で 健 在 で あ る:lna〈nna「 我h
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の た め に 」

34)Alc.calaca〈/talerta/「3」,nycney〈/itnayn/「2」,Alc34.naccar〈

aktar「 さ ら に 多 い 」,α δ∂窺 く/attani/「 二 番 目 の 」

35}O.J.Tallgren,(Losnombresarabesdelasestrellasylatranscription

alfonsina》,Homenaブeルf.Pidal,II,1925,708

36)W.Hoenerbach,Spanisch‐islamischeUrkundenausderzeirderNasriden

andMoriscos,Bonn,1965,362.

37)/d/と/d/の 混 同 が しば し ば 検 証 さ れ た の は ロ マ ン セ の 基 層 に よ る も の で,

こ の 二 つ の 音 韻 が 異 音 と み な さ れ た か ら で あ る 。 さ ら に 他 の ア ラ ビ ア 語 の 方 言

に お い て も,こ う し た 現 象 は 頻 繁 に お こ っ て い る:Alc34.alledi〈/alladi/

《関 係 代 名 詞 》,hede〈/hada/「 こ れ 《指 示 代 名 詞 》」,Va.i`ada「 反 復 」 ～

i`ada「 防 御 」,MRA.lli〈EGA.illi〈/alladl/《 関 係 代 名 詞 》,MRAila

〈/id昌/「 も し」

38)O.J.Tailgren{1925),666.

39)/z/はAlc.お よ び ロ マ ン セ で は/c/o/c/で 表 記 さ れ,無 声 破 擦 音[ts]

で 発 音 さ れ た:《acitaYa》 「壁 」 〈azitara〈/al-sitara/「 覆 い 」,Alc34.

aeeyneguet〈a(S)+Samaw飢 く/assamavvat/「 空 《複 数 》」,ゴ ¢〃2<izm〈

/'ism/「 名 前 」,ッ α勿7磯 く/yahras/「 彼 は 観 察 す る 」,cabaa〈/sab`(の/

「7」

40)J.Busquet,《EIcodicelatino-arabigodelRepartimientodeMallorca》,

BoletindelaSociedadAlqueologicaLuliana,30,1952,252.

41)音 韻/Vs/はAlc.で は 表 記 上/x/と な っ た;F.J.Simonet,Glosariode

vocesibericosyLatinosusadosentreLosmozarabes,Madrid,1889,LXXXVII

n.1.

42)W.Hoenerbach(1965),362.12

43)こ の 形 態 は 民 間 語 源 に み られ た が,教 養 語 で は/zanaki/が 用 い ら れ た

44)こ の/Vs/か ら/s/へ の 移 行 は,SAと 北 ア フ リ カ の ユ ダ ヤ 人 に よ っ て 話 さ

れ て い た 方 言 と の 間 に み ら れ る 類 似 性 を 物 語 っ て い る;J.Blau,7「 肋

emeYgenceα 磁lingciisticbackgroundoア 忽6σ 一AYabic,Jerusalem,1981,77.

45)こ の 発 音 はESAに み られ る 特 徴 で,Alc.に も 引 き 継 が れ て い る:Alc34.

guigib</vvYjib/

46)歯 擦 音/」/を 摩 擦 音[vZ]で 発 音 す る 傾 向 は,北 ア フ リ カ の ア ラ ビ ア 語 方 言

の み で は な く,シ リ ア 方 言 な ど の 東 方 ア ラ ビ ア 語 圏 に も み ら れ る 。

47}MTI.79
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48)DE.299

49)注41参 照、

50)MT916.2

51)H.R.Singer,《ZumArabischenDialektvonValencia》Obis,1981,

320;F.Corriente,《LosromancismosdelVoca'bulista》 、4節颪9,4,1981,

7.

52)F.Corrienteは/q/を 口蓋 垂 音 と して 分 類 し,軟 口 蓋 音/k/と 区 別 し て

い る が,/q/を 軟 口 蓋 音 と 定 義 す る 際 に は/k/を 前 硬 口蓋 音 に 含 め て い る;

cf.Corriente(1977),53.お よ び(1992),56.

53)Alc.に お い て も 若 干 の 例 が あ る;Alc34.cal〈q烈 「言 う 」,calbu〈galb

「彼 の 心 」'

54)こ の 例 と は 反 対 に,/9/を 含 む ロ マ ン セ の 語 彙 をSA.に 転 写 の 際 に は,

/q/が 多 く用 い ら れ た:《alhondiga》 「穀 物 市 場 」 〈alfondega>alfuntiga

「公 共 穀 物 庫 」,Tp.Zaragoza>saraqusta

55)ラ テ ン 語 の 語 中 音/-k-/か ら派 生 し て 有 声 化 した/9/を 含 む ロ マ ン セ

の 語 彙 はSA.で は/g/で 表 記 さ れ た:guerra「 戦 争 」>girra;F.Corriente,

《L、osfonemas/p/,/c/,/g/enarabehispanico》VoxRomanica37,J

1978,214-218.

56)さ ら にAlc,で は こ の 音 韻 の 表 記 に/k/を 用 い て い る:Alc'34.yakdemu

〈yaxdamu「 彼 は 仕 え る 」,kalaq〈xalaq「 彼 は 創 造 した 」

57)ロ マ ン セ で は/x/は/k/で 表 記 さ れ た;Alc.kacel〈{gsl}「 洗 浄 」;さ

ら に モ ザ ラ ベ の 言 語 に お け る 音 韻 と の 関 連 で は,次 の よ う な 過 程 を 想 定 で き る;

①/k/か ら派 生 し た/g/は モ サ ラ ベ で は/x/で 表 記 さ れ た:laxti.yyin

「イ チ ジ ク の 樹 皮 の 滲 出 」 〈LACFICUS(ラ テ ン語)

② 後 に/g/は/g/と 混 同 さ れ た:naxsal〈*nagsal〈nagsal「 私 は 洗 う 」

{gs1}

③/x/はAlc.で も/k/で 表 記 さ れ,そ の ス ペ イ ン語 で の 対 応 は/j/で あ っ

た 。 した が っ て 音 韻 お よ び 意 味 的 変 遷 に 関 して,以 下 の よ う に 想 定 で き る

《lejis》 「漂 白 剤 」 〈Alc.lekxia〈laxtiyyin〈Va.lagsiyya

58)L.P.Harvey,《TheArabicdialectofValencia》A雇36,1971,102.8

59)P.LeonTello,《Cartasdepoblaci6nalosmorosdeUrzante》,Actas

delprimerCongresodeestudiosarabeseislamicos,Madrid,1964,343.10

60)/x/は ロ マ ン セ で は/k/で 表 記;注56),57)参 照 。

61}R.Dozy,LecalendriedeCordouedel'annee961....,Leiden,1873
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62)ibid,159.

63)こ の 現 象 は さ ら に ベ ド ゥ イ ン の ア ラ ビ ア 語 口 語 に も み られ る;A.Steiger,

Contributionalafoneticadelhispano‐arabeydelosarabismosenelibero-

romanicoyelsiciliano,Madrid,1932,259.

64)Alc34.ismizm〈/'ism/;注39)参 照 。

65)ア ラ ビ ア 語 モ ロ ッ コ 方 言 に お い て,語 頭 お よ び 語 尾 の/'/(hamsa)は 消 失

し,/y/(稀 に は/w/)に 取 っ て 代 わ られ る 傾 向 が あ る 。 さ ら に こ う した 際 の

消 失 は,通 常 第 二 語 根 の 重 複 に よ っ て 補 わ れ る:bell〈/'ibil/「 ラ ク ダ 《複

数 》」

66)R.`Abdattawwab,Lahral`i伽 α 繍'α 如㎜7α11πg爾,Cairo,1967,

193.

結びにかえて

現代 スペ イン語 に導入 されたア ラビア語か らの借用語 に関 しては 《》 内

に示 したが,脱 稿後それ らの語源お よび意味的変遷を再度確認すべ く,今 一・

度い くっかの文献 に目を通す ことにした。そのような過程で,RealAcademia

Espanola(ス ペ イン王宮ア カデ ミー)編 のDiccionaYiodelalenguaespanola

の語源を印 した項を参照す るのは,筆 者のいっ もなが らのいきさっであるが,

本論6-2.で 取 りあげた 《zamba》 の語源 にRealAcademiaを は じめ

と して多 くの辞典が俗 ラテ ン語起源 を強調 し,筆 者 のアラ ビア語源/janba/

とは見解を異に している点が,今 も って気がか りである。

なお今 回は新たに,1998年 に出版 された前 田信夫編著 『スペイ ン語の な

かのアラビア語起源小辞典』芸林書房 を大 いに活用 させていただいた。氏は

そのは しが きに,「 学校教育 において も,イ ス ラムスペ イン当時の歴史にあ

まり深 く触れたが らないことは,ス ペイ ン本国にっいても同様 な傾向 らしい

……。」 とのきわめて的確 な見解を寄せている。さ らに,〈 イスラムスペイ ン

の800年 の言葉 と文化の遺産〉 というサ ブタイ トルにみ られ るように,氏 が
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イスラムスペイ ンに抱 く探究心か らは並 々ならぬものが伝わ って くる。 この

ような趣 旨か ら,こ うした類 のアラビア語辞典を著作 と して世 に出された氏

のイニシアテ ィブに,筆 者はひそかに敬意の念を表す る一人である。
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